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8 月 12 日 18時にリスボンを発って， 20時 l乙マドリード

へ着いて一夜を過し，翌日日 11時 5 分マドリード発， 12 

時10分ロンドンのヒースロー空港に到着した。乙れでツ

アーの一行に合流したわけである。ヒースロー空港はさ

すが大英帝国の玄関口だけあって，今までの各国空港に
しようしゃ

比べて，どっしりとしてしかも橋沼，紳士の国の体裁を

備えているのには感心した。そして，それからすぐ，中

心街のリーゼント通りに出て昼食をしたが，ちょうど羽

田から銀座へ出るくらいの感じであった。後で地図を見

て調べて見たが大体同じで20余キロである。午後市内の

主なところをさeっと廻ったが，私の子供の頃からの霧と

煤煙の都という暗いイメージとは打って変って，明るい

草奇麗な街並であった。乙れは拍子抜けするほど意外であ

った。さて，今夜から 4 晩やっかいになるホテルはリー

ゼント・パークのすぐそばにあって寂かな住宅街の真中

で，大きくはないが小ざっぱりとした建物であった。た

だ，乙こもグリルは常設でなく，朝食のときだけ開くと

いう簡易型であった。従って昼食と夕食は外食して来な

ければならないのが不便である。

さて，到着翌日は三越で以前から仕事上よく知ってい

る人がロンドン支店長をしているというので，訪ねるこ

とにした。店へ行って土産物を買って店員 l乙名刺を渡し

て支店長にお自にかかりたいというと，暫くしてどうぞ

と支店長室へ適された。お互いに久潤を叙して，積る話

が長くなったが，彼は今ロンドン支店長とヨーロッパ総

支配人とを兼ねていて，とても忙しいので，お付合いは

できないが，接待係をいつでも使って頂きたいと紹介さ

れた。さし当り昼が来たので，近くにあるクラブで昼食

をと，その接待係とこちら同行の 2 人と 3 人で出かける

乙とにした。歩いて 3 ， 4 分のところにあるハンターズ

・ロッジという由緒ありげなクラブに案内された。ロビ

ーで待つあいだl乙ワイン専門のウエーターが注文を聞き

に来る。乙ちらはメニューを渡されても分かりはしない。

接待係lζ適当に注文してくれるように頼む外はない。そ

うするとオードブルは何にしましょうかという。それも
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適当 l乙頼む，というと「乙ちらでは，今メロンと生ハム

が一般にオードフ"ルに使われていますがそれでよろしい

か」と聞く。勿論否やのあろう筈がない。それでワイン

をちびりちびり飲んでいるうちに，用意が出来ましたと

案内が来てデイニング・ルームに通された。室はウオル

ナットの板張りで，家具類もそれに合せた重厚な仕上げ
おい

である。料理は何か肉料理であったが，別K美味しいと

は思わなかった。それが終ってから接待係と別れて，い

よいよ待望のブリティッシュ・ミュージアム K向う。
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12 大英博物館(ブリティッシュ・ミュージアム)

ブリティッシュ・ミュージアムは，ある意味で世界

の博物館の 1 つの基準を示していると思うので，博物

館学的見地から種々の分析を加えながら見聞を進めて

行きたいと考えている。

まず，成り立ちであるが，さすがは英国，日本など

では考えられないような経過をたどっている。殊l乙際

fごっているのが設立に要する資金の調達である。その

発端は，当時 4 万余冊の貴重な図書， 32 ， 000箇のコイ

ン，数万点l乙上る鉱物及び動植物の標本等を擁する有

名なコレクションの持主で王室侍医であったスローン

が死に際して， ζ のコレクションを「一括して園内で

保管する乙と」を条件に， 2 人の娘 l乙残すための 2 万

ポンドで譲渡する乙とを遺言して亡くなったことから

始まる。直ちに友人達を中心に委員会が組織され，王

室でヨ|取られることを考えたが，王室の財政が許さな

いので，議会で処理して貰うよう運動を始めた。時の

大蔵総裁へンリー・ペラムは「そんなガラクタに公金

を費やす乙とはできない」と一蹴してしまったが，幸

いに下院議長アーサー・オンズロウが文化に関心を持

っており，当時懸案になっていた他の 2 つのコレクシ

ョンと一括して博物館を創ること，それに要する費用

は国庫には財源がないので，富くじを発行してその剰

余金をもって当てるという 2 つの条件を盛り込んだ「大

英博物館法」を提案してくれた。乙の法案が1753年 6

月 7 日下院を通過して，世界の博物館界l乙特徴的なブ

リティッシュ・ミュージアムが出現することになったの
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である。私が資金の調達に際立った万法といったのは

富くじを利用したという点である。これがその当時，

前東京都知事のような人がいて「文化施設を造るのに

不浄の金は使えない」といって取り止めになっていた

ら，あの世界的な博物館はできていなかったのである。

英国人のプラクテイカルな性格が乙れを実現させたわ

けである。そのほか，ブリティッシュ・ミュージアム

には書きたいことが沢山あるが，それを今話していた

ら視察記にならないので，必要なことはその都度述べ

る乙とにして，とにかく入館することにしよう。

ギリシアのパルテノンを模した主屋とギャラリで続

いた両翼を持った建物は敷地一杯になっていて，前庭

が狭い関係か，門をくぐると上から覆いかぶさるよう

な威圧感をもって迫って来る。しかし入口は実に庶民

的で，入場料をとらないから，券売場の窓口のような

ものはなく，何かたよりない程の無抵抗さで‘中へ入れ

る。乙の入場無料がまた大英博物館の l つの特徴で，

創設以来入場無料で通し，財政逼迫で守衛の給料も払

えなくなったとき，一時期入場料を徴収したことがあ

るだけである。しかし，ある時期やはり財政不如意で

入場料が問題になったとき，ヴィクトリア女王がそれ

を耳にして， r国民が自分の物を見るのにお金をとる

わけに行かないでしょう」といわれた鶴の一声で、沙汰

止みになったという逸話も伝えられている。それかあ

らぬかロンドンで、は何処へ行っても博物館，美術館は

無料である。

さて，入口からホールへ，それから売店の中，を通っ

て，古代文明の遺品が限も舷むばかりに並べられた西

アジア，メソポタミア文明の発掘品，エジプ卜の発掘

品の室が続く。殊1[.エジプト資料は，博物館資料とし

ては類のない歴史的戦争の戦利品として英国が手に入

れた物て、ある。 1798年一 1801年に亘ったナポレオンの

エジプト遠征軍の駐留に際して，彼は 200 人にのぼる

学者，芸術家からなる「学芸委員会」を引き連れて行

った。遠征軍はカイロを占領した直後，英国海軍を率

いたネルソンにアレクサンドリアに停泊中の艦隊を急

襲され，フランス海軍は全滅してしまう。エジプトに

とり残されたナポレオンは陸路シリアを征服して地中

海沿岸を迂回して帰る計略を建てたが，乙の作戦も思

惑どおりには行かず，翌年の 8 月にはナポレオンは少

数の幕僚と兵 500 を引連れ， 4 隻の船を盗んでフラン

スへ逃げ帰ってしまった。学術調査隊は，そんなこと

にはお構いなく仕事を進めていたが， 1801年英仏との

聞に休戦条約が成立して，古美術品，古文書類は英国
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が押収，自然史関係の資料は研究者の個人財産という

ことになり，民芸大なエジプ卜発掘品がすべて大英博物

館に収まる乙とになったのである。その内のほんの一

部が，私が今入った第一室に展示されているわけであ

る。乙の量質共に超一流の資料が1802年大英博物館に

到着したときには，とても入るスペースがなく，応急

の仮小屋を建て収容する有様であった。従って乙のエ

ジプト資料だけでも，末だに隅々まで調査が行き届い

ていないと思われる。というのはこれ以外にもそれに

劣らない大コレクションが何回も入庫しているからで

ある。それを一々説明していたら，大冊の本ができる

ほどの量になるので，ここではそれらの追加コレクシ

ョンの名前を列記するに止めて置乙う。タウンリー・

コレクシヲン=チヤールス・タウンリーの収集した，

ローマ周辺で発掘された大理石・青銅・テラコッタ等

の彫刻が主で，当時エジプト発掘品に匹敵するといわ

れた。ハミルトン・コレクション=外交官で各国を廻っ

ている間に，生来の鑑識眼l乙物をいわせて優秀な古美

術品を収集したもの。乙のハミルトンは，あのナポレ

オンのエジプト資料を接収するときに，外務省の役人

としてその事務に当っていたが，そのときフランスの

考古学者らが，考古資料として重要なロゼッタ・スト

ーン(あとで説明する)だけは絶対に手放したくない

と秘かにフランス行きの貨物船の底にかくした。これ

を察知したハミルトンは敢然として出航間際のフラン

ス船を限止して，そのロゼッタ・ストーンの奪回に成

功した功労者である。そのことについては後で改めて

説明するとして，次はエルギン・コレクション=乙れ

はエルギ.ン伯卜マス・ブルースがトルコ公使をしてい

るとき，その頃トルコの支配下にあったギリシヤのアテ

ネを訪れて，パルテノンの荒廃ぶりに驚き，乙のまま

棄て置いたら風化して，日ならずして跡を止めなくな

ってしまうと， トルコ政府と交渉して十数年の歳月を

かけて漸く英国に持ち帰ったもので，欄間飾りの耳重大

な浮彫を始め，神殿を飾っていた無数の大理石の彫刻

等エジプト資料に劣らない量と質とを持っているもの

である。これら美術品コレクションの他に写本，原稿，

図書等のコレクションも著名なものだけで，ハーグレ

イブ・コレクション，パーニー・コレクション，シェ

ルパーン・コレクション，ジョージ 3 世・コレクショ

ン等がある。しかも今挙げた美術品コレクションは，

どれ l っとってもそれだけで大博物館ができる量と質

を持っているのである。いかに大英博物館が桁はずれ

の資料を蔵しているか想像を絶するものがある。
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さて，そのエツプト美術品の展示しである室の中央

fL ，余り目立たないが 1 メートル巾，縦 1 メートル半

位の木枠 l乙入った，文字を一面l己彫込んだ石片が展示

しである。乙れぞ先程ちょっと書いた，ハミルトンが

フランス貨物船の船底から奪還して来たというロゼッ

タ・ストーンである。乙の何の変哲もない碑文の欠ら

のようなものが何故そんな命がけで奪い合う程の値う

ちがあるのであろうか，それは今から述べるこの石の

由来を知らなければ路傍の石と何ら変らないのである
いかん

が，学会の皆さんは専門の如何にかかわらず英国を訪

れるならばブリティッシュ・ミュ-:Yアム l乙 l 度は足

を踏み入れられると思うので，少し長くなるが説明し

ておく乙とにする。先に書いたようにナポレオンはア

レクサンドリアで英国艦隊のため味方の艦船を全滅さ

れたので，敵の上陸攻撃を防ぐため海岸の要所々々に

急きょ要塞を築き始めた。その内の右の万の 1 つがロ

ゼッタの町で，前からある要塞を修築することになっ

てヱ事を始めた。ロゼッタはナイル河のデルタ地帯の

西の端l己流れ込んでいる水路の河口にある町で現在は

ラシドと呼ばれている小さい田舎町で、あるが戦略的に

は要衝である。その工事を始めて間もなく不思議な石

碑の破片を発掘した。それは黒い玄武岩の表面を磨い

て，細かい字をびっしりと一面l乙彫り込んだものであ

った。よく見ると 3 段l乙違う文字で‘彫つである。早速

学術委員が調査して見ると，上の段はエジプトでよく

見かける絵文字で，鷹の絵や蛇 z 鳥の羽根などの絵を

交えたヒエログリフ(神聖文字)と呼ばれるもので，

中段にはデモティック(民衆文字)が，下段にはギリ

シヤ文字が刻まれていて，同ーの文章を 3 種の文字で

表わしであるらしいことは解ったが，それ以上は派遣

隊ではどうにもならなかった。しかし，乙れがヒエロ

グリフ解説の鍵になるであろうことは誰の偲にも明ら

かであったので大切にするとともに，その写しを紙に

とって本国へ送る乙とにした。原石は持出し直前l乙先

程書いたように英国外交官ハミルトン fL ，戦利品とし

てロンドンに持帰られ，現在見るようにブリティッシ

ュ・ミュージアムに展示されることになったのである

が，問題は写しの万である。フランスでは，パリに送

られて来た写しを学者が集って，まずギリシア語の部

分を翻訳した結果，紀元前 196 年 l乙建立されたプトレ

マイオス 5 世・エピフアネスの領徳碑であることが解

った。しかしヒエログリフの方は語学自慢の学者が何

人か挑戦したが皆失敗に終ってしまった。そこへ出て

来たのが天才シャンポリオンである。彼は幼時からギ

リシヤ語，ラテン語を学び，さらにへブライ語，アラ

ピア語を収めて古代史を研究していた。ヒエログリフ

の解読にあたって， 1"クレオパトラ」と「プトレ7 イ

オス」という王の名前を楕円型の枠で囲んであったこ

とを手街りとして，数年を淫てヒエログリフのアルフ

ァベットから文法までを解明してしまい，その結果を

1822年フランス学士院で発表するに至った。ヨーロッ

パの学界は驚嘆するとともに，それ以来古代エジプト

学が盛んになり，ロゼッタ石は一躍有名になったので

ある。こうして世界的なこの石は1924年，ツタン・カ

ーメンの華麗な発掘品が入って展示の位置を換えて以

来ここにずっと坐り続けている。第二次大戦中にブリ

ティッシュ・ミュージアムにも爆弾が落ちたが，図書

が一部焼失しただけで，美術部は被害を受けなかった

らしい。

さて，入ってから第一室，第二室を見るのにこれだ

けの紙数がかかってしまった。まだ三十数室あるのだ

から，あとは残念ながら省略せざるを得ない。とにか

く創立以来 235 年の歳月と莫大な国費をかけて今日に

至っただけに，その規模は日本の博物館とは桁が違う。

今，手許にある数字でブリティッシュ・ミュージアム

と東京国立博物館との概略の比較をして見ると，次の

ようである。

大英博物館東京国立博物館

収蔵品約 4， 000 ， 000点約100 ， 000点

展示品約 400 ， 000点約 3 ， 000点

職員数約 950人約 150人

年間予算約10 ， 000 ， 000ポンド

これだけを見ても日本の博物館界がいかに遅れてい

るかがおわかりになるであろう。今，日本は産業経済

においては既にヨーロッパ各国の水準を抜いたと自負

しているようであるが，文化の面においては末だしの

感を深めざるを得ない。そういう感想と，もう l っそ

れを裏書するように，ブリティッシュ・ミュージアム

の中を歩いていると豊富さの中でいる感じがするが，

そのとき東博の本館の光景を思い浮べるといかにも貧

寒の感じを抱かざるを得なし、。大分長くなったので，
やかた

乙乙までにしてこの物量の館を出る乙とにする。

外に出ると，まだ陽は高いが時間はもう 5 時近くなっ

ている。今晩は三越のヨーロッパ総支配人のK氏から招

待されているので， -1=.1.ホテルへ帰って一休みしてから

出かけることにして，タクシーでホテルまで帰る。ロン

ドンのタクシーは，よく本で読んで古い型式のオースチ

ンだと聞かされていたが，まさかこれほどとは思わなか
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った。どれを見ても例外なく 20年位にはなろうという箱

型セダンで，中へ入るにも余り頭を下げなくていい。日

本の車だとタクシーでも敷物を敷いてあるが，乙乙のは

板張りのままである。まるでトラックにでも乗せて貰っ

たような気持である。きてホテルへ着いて 2 階の室へ落

付いて窓から見ると，隣は広い芝生があって人が 2 ， 3 

人動いている。ちょっと様子が違うので地図を開いて見

ると， Lord's Cricket Ground とあって，後で聞いたとこ

ろによると由緒あるクリケット・クラブの本部だとのこと

であった。前 l乙書いたハンターズ・ロッジといい，紳士

のクラブが到ると ζ ろに転がっていると乙ろが他の国と

違うと乙ろである。実は今から出かける K氏の招待先も，

クラブの l つで相当高級の万だと後でわかったが，惜し

いことに名称を聞きもらしてしまった。とにかくこちら

はお登りさんであるから先方の指図り動いていればいい。

時間が来たので例のトラックタクシーに乗って三越の店

へ行く。ここへ来ると日本橋の本店にいるような気にな

る。店の雰囲気というのは不思議なもので 1 つ l つを見

ると大部違うのであるが，全体的な感じは三越色で統一

されている。私は日本では三越の地方支店は催物の関係

で殆んど行っているが，まさか外国へ来てまでそれが適

用しているとは思わなかった。小さい応接室で待たされ

ている聞にそんなことを考えているうちに時間が経った

のか，昼間の接待係が来て案内される。最初l乙釘をささ

れたとおり K氏は忙しくて付合いできないので私がお伴

をさせて頂きますとの乙とであった。案内されたととろ

は住宅街の中の普通の中流住宅と変らない構えのクラブ

であった。違うところは英国独特の紳士風のウエーター

がいて，細かいところまで眼を配ってサービ‘スしてくれ

る。日本のホテルのウエーターのように楓爽とした限立

つ動作は決してしない。玄関を入るとホールから続いて

ロビーがあり，室は大きくないが立派なパーがあり，ウ

エーターがメニューを持って食前酒の注文をとりに来た。

こちらは勝手がわからないから接待係氏に任せて置くと，

昼と同じくウイスキーに生ハムとメロンを付けて持って

来た。それをちびりちびり飲みながら歓談しているとま

ずワイン専門のウエーターが注文を聞きに来る。それが

終ると料理のオーダーをとりに来る。勿論メニューを見

てもわかりはしないから任かせるといったが，メーン・

ディッシュにはどういうものがいいかと聞くので，乙乙

の自慢の料理は何かというと接待係氏は 2 ， 3 の料理を

説明し始めた。その中 l乙ドーバーソールといって， ドー

ノfー海峡でとれる舌ひらめのムニエルというのがあった

から，ーもこもなくそれにしてもらった。どうしてそれ

lこ飛び付いたかというと，元来私は日本人の中でも小食

の万で，こちらへ来てディナーのボリューム l乙音を挙げて

いたから，舌ひらめのムニエルということであればと，

あの日本のレストランで、食べる 15センチ位の身の簿い舌

ひらめを思い浮かべながら，これならそう苦労なしに食

べられるだろうとそれに決めたのである。料理の注文が

終ると，こんどはワイン専門のウエーターがワインの注

文をとりに来る。これは接待係氏に任せておいた。いよ

いよ料理の準備ができたというのでデイニングルームへ

案内される。オードブルは紅鮭の矯製が主で，その廻り

にカナッベが 2 ， 3 種付いている。オードブルをつまみ

ながらワインを飲めるように飲んでいるうちに， もう腹

に手応えができて来た。そ乙へスーフ。が来る。スープは

ポタージュであったがその量の多い乙と，大体日本で出る

量の 3 倍位はある。そんなに無理して飲むことはなかっ

たのであるが，こちらが主賓であるのに残すとシェフ lζ

悪いと思って飲み干してしまった。もう乙れで満腹に近

い感じがして来た。その横 l乙出されたコンビネーション

.サラダ l乙手色付けない問にもうファーストが出て来た。

ビーフシチューである。シチューの場合，日本ではビー

フを 2 センチ位のさいの自に切ってあるが，乙このはそ

れが 5 センチ角位ある。そのサイコロを l 片食べただけ

でついに腹がいっぱいになって，胃が突っ張り，前屈み

になるのも苦しい程になって来た。乙れは困ったことに

なったと思っているうちにメーンディッシュができました

と言って，シチューの皿を引き，その後へ一際大きな平

皿が置かれた。そして次のウエーターが湯気の立ってい

る大きな皿を持って来たと思ったら，それをひょっと私

の左脇へ指し出した。それを一目見て私は仰天してしま

った。何とドーパーソールというのは，形は日本の舌平

呂と同じであるが，長さ 50センチはあろうという，まる

で鮭を丸煮にしたようなしろものである。それを私一人

のために調理したので注文主に見せに来たわけである。

仕万がないのでうなずくと傍にいたウエーターが，真中

の一番厚い部分を 5 センチ位の巾にぶつ切りにして私の

皿 l乙盛り，ソースや付け合せを付けて，後の部分をヨ|い

て行った。乙れがロンドンの高級クラフnの万式て‘あるら

しい。こちらはそんな要領を知らないから，出されるも

のを正直に食べて行って，遂にメーンディッシュには一

口も食べられないという田舎者振りを発揮したわけであ

る 3

今日は昼間はブリティッシュ・ミュージアムで物量K

驚かされ，夜はクラブでドーパーソールに驚かされると

いう，よくよくの特異日だったらしい。
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